感染症発生時における
直接派遣職員の労働条件の目安
※下記（１～７）の労働条件はいずれも目安です。
実際の労働条件は，介護事業所等（派遣先）から要請を受けた際に，県から職場（派遣元）を通じてお示ししますので，実際の労働条件を確認後に，直接派遣に御協力いただけるかを決めてください。
１　派遣期間
　　最長２週間を原則とします。なお，派遣元からの出張扱いとなります。
２　就業の場所及び業務内容
　　宮城県内の介護施設等で介護職員として勤務いただきます。
３　労働時間
　　１日８時間（日勤）とし，休憩時間は６０分を原則とします。なお，同一人物が２週間勤
務する場合は，週２日の休日を設けることを原則とします。
４　手当等
　　派遣元が定めた旅費や特殊作業手当等が補助金の交付対象となっています。
（県から直接派遣職員に支払われるのではなく，職場（派遣元）から直接派遣職員に支払
　われます。）
５　傷害保険
　　派遣元の労災保険が適用されるほか，宮城県が新型コロナウイルス感染症に対応する保険
に加入します。
６　勤務時の新型コロナウイルス感染症対策措置について
　　マスク等，勤務時の新型コロナウイルス感染症の対策に必要な物品は派遣先から支給され
ます。
　　また，直接派遣期間中は，県が確保するホテルに宿泊可能です。（※県が費用を負担す
　るため，無料で宿泊できますが，食事（昼食と夕食）はご自身で用意願います。）
　　なお，勤務期間前後にＰＣＲ検査を受けた場合，その費用は，補助金の交付対象になって
おります。（派遣先が費用を負担し，検査を受けることを原則とします。）
７　勤務後の新型コロナウイルス感染症対策措置について
　　基本的に，感染予防対策（感染防護具の使用，適切な手指衛生等）を行って介護した場合は，濃厚接触者とみなされず，勤務後の自宅待機等は義務づけられません。しかし，派遣元や本人が希望する場合は，勤務後最長２週間の間，県が確保するホテルに宿泊可能です。（※県が費用を負担するため，無料で宿泊できますが，食事（昼食と夕食）はご自身で用意願います。）

